サザナミ ： シガ イカ ダイガク フゾク トショカンポウ by unknown
さざなみ　：　滋賀医科大学附属図書館報 No.15
(1983.4)
発行年 1983-04
URL http://hdl.handle.net/10422/1126
ISSN　0286-1100
滋賀医科大学附属図書館報
No. 15　　　　　　　　　　目　　　　　次　　　　　1983年4月
≪エッセイ≫
教科書問題 高橋　三郎--・2
≪ことばア・ラ・カルト≫パラメディカルというけれど一一一一一・一一一- (久)一一3
□連載□
教室めぐり〔6〕
社会医学的思索を深める場として-予防医学教室-=一一・一一一一渡部　真也--I 4
昭和57年度館外貸出統計
□近代医学の名著　Feerの小児科学書
□連載□
地域の医療を考える〔6〕
血液事業　その歴史と課題
□古医書へのご招待　古医方の復活
≫記録≪
図書館の活動
唯夫一一6
川崎利三良-・- 7
石黒　達也--・9
○=○=○=○=0-○-○=○こ=○こ=○=○=○=○こ=○=○=○=○=○=○=○=○=○=○
????????????????????????本　学　関　係　者　寄　贈　図　書
脇　坂　行　-(学長)
白血病の化学療法　脇坂　行一編(科学評論社1976)
七　川　歓　次(整形外科　教授)
リウマチ病Ⅱ　七川　歓次編(大阪　永井書店1973)
佐　藤　　　匠(歯科口腔外科　教授)
現代の口腔外科　小野　尊睦編(金原出版1982)
吉　武　一　貞(歯科口腔外科　助教授)
口腔外科学　小野　尊睦・吉武　一点　共著(京都　金芳堂1982)
北　原　正　章(耳鼻咽喉科　教授)
滋賀医科大学耳鼻咽喉科学教室誌　第1集1981
野　崎　光　洋(生化学第一　教授)
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を寄贈いただきました。ありがとうございました。
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教　科　書　問　題
高　橋　三　郎
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四月からの新学期を控えて、方々の医学出版社から次々と精神医学の学生用教科書が贈呈されて来
る。講議用として採用を考慮して欲しいという旨である。精神医学の教科書は今日20種以上に上る。
学生時代に国文学を専攻していた友人が、将来、文芸専門の出版社をはじめたいが、出版業とくに
文芸出版は株式投機のようなもので、一発当たれば百万部だが、その陰には売れない返本の山があり、
出版社に倒産はつきものである。だから出版社をはじめるに当たって、中学生用の学習参考書を出し
たい。この種の本は、隠れたベストセラーで固い企画だから、執筆を手伝えということだった。その
友人は、初志貫徹し、 「晶文社」は翻訳文学専門の出版社に成長した。
医学出版社の上得意は、今日80校に上る医科大学の1万人の学生諸兄である。 10年前医書を出版す
るもの40社が、今日では200杜を超え、もはや、医書出版も固い安全な業界ではなくなっている。従
来、文芸書などを扱っていた出版社も100万円にも達する大がかりな医学辞典に進出したりして、古くか
らの大手医書出版社の市場を侵略するようになっている。だから、もっとも固い商品として教科書が
次々と作られるという訳である。
I社編集部氏によると、今日では社の経費などを考えて3年間でtooo万円以上の商品にならなけれ
ば出版できないという。例えば、定価5,800円の教科書ならば3年間に少なくとも1,720冊以上売れ
なければならない。年間約600冊は医大6校分だが、このような過当競争の時代では,如何に有名教
授の著書といえども10校以上で教科書に指定されることは難しい。
そこで出版社は6校の先生の共著を企画する。 3年前、 K杜から「新しい」精神医学の教科書の編
集を依頼されたが、もともと既存の古い様式の教科書に不満を感じていたので喜んで引受けた。編集
会議で小生が、貴社には大御所の書かれた「精神医学」がすでにあるが、と問うた所、その著者は学部長
になられて多忙で改訂執筆をして頂ける暇がない、それよりも現職若手の新設医大教授助教授多数の方
々に分担で執筆して頂きたいということで、これは、暗に多数の大学で多くの部数を先生方の退職ま
での十数年売りたいという意味である。こうして、新設医大を中心に15大学27名の著者による「現代
の精神医学」の編集がスタートした。
この本の原稿が集まり、その統一的編集に私が取り組んでいる時、同じK杜から同じ値段で学生用
の「現代臨床精神医学」が出版されたのに驚いてしまった。我々の方の編集、企画の段階では、こん
な話は毛頭聞かされていなかったからである。だが、このような同種の教科書の企画を出版社の節度
のなさと責める訳にもゆかない。老舗は市場を防衛するのに苦心しており、例えばK杜でも、精神医
学教科書は学生用3種、研修医用1種、専門家用1種、国試用まとめ2種もある。
以前、私の恩師は教科書は後世に残るものだから滅多に書くものではないといい、出版社の再三の
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要請にもかかわらず、とうとう執筆されずじまいだった。一方、教科書を毎回の講義の下調べと考え、
年々改訂すればよいと気軽に考えれば書かぬより書く方がよい。何故なら、予習なしの講義は良くな
いのと同じで、書けばそれだけ知識は整理され進歩もする。いずれにしても今日のような競争の時代
から、良書が悪書を駆逐するようになり、あるいは本を書かない節操が賞讃される時代になるかもし
man
しかし、出版界とは不思議な世界で、世の中に本を書きたいというより、本を出したいという人は掃
いて捨てる程いる。医書についてもその例外ではない。毎日、いろんな企画なり原稿なりが著者志願
者から持ち込まれる。出版社はこのような-・発物の「持込み」を検討し三つにこっはお断りするとい
う。一方、出版社自身は、自社企画を立て、執筆内容のプロトコール、著者の知名度、筆力、社会的
寿命、その本の市場性などを詳しく調査し、編集会議にかけ、指名した著者に強力に交渉することに
なる。それは、本は商品であり、出版社は企業であるからである。こうしてI社の如き大手出版社に
なると、精神医学専門書だけでも1, 000万円以上の商品を年間五つは企画しなければ編集、製作、販
売とつながるラインをうどかし企業を維持してゆけないという。
医書出版社にとっては、教科書よりも学術的に意味があり、専門家に役立つ本を出版することが最
終的目標である筈であるが、それは商売になる企画であるとは限らないであろう。著者の側でも、教
科書ならば本当に役立つものを書くようにしたいものである。
(精神医学講座　教授)
ことば・ア・ラ・カルト　-・-:・-・-・
も　　-巧メディカル,,というけれど
筆者が初めてこのparamedicalに接したのは、臨床検査技術系のト或る本の中で、それは42年の春
だったと記憶するO当時は、この語はウェブスター大辞典3版にやっと出ていたくらいで、どう訳出
目　してよいのか正直いって困惑したものだが、その原因は接頭辞paraの多様な意味にあった。　　　　　jl
paraはもともとギリシャ語の前置詞napaから来たものであり、音韻上ではサンスクリット語の蕗ra
と、またラテン語のpro( 「代り」、 「前」 )と遠からず同義とみられている。そのtfapま(parA )に実は
ll  「超」 (beyond)とか「～と並んで」 (beside)、また副詞として「かたわらに」 (aside)とか「間遵
って」 (wro喝)等の意味が潜んでおり、今日この意味を継承しながらもっぱら単語の頭に冠して、
paraprofessional (助手)、 paraproteiremia (副タンパク質が異常に在ること)あるいはparadox
ll　(逆説)のように、概して「副」とか「反対」の意に、そして医学分野では圧倒的に多く、 paranoia
(パラノイア)、 parasympathetic nerve (副交感神経)、独語paramresie (記憶錯誤)また、ラテン
語のparotis (耳下腺) (母音の前ではpar-となる)のように、 「副」のほか「病的に異常な」 (ア
H　プノーマル)、 「擬似」といった意味を伴って、各々用いられるという次第O
かくて、 paramedicalは、 medicalつまり元来古代ベルシア語に近いアベスタ語(ゾロアスター教
の経典に使われている言語)でいう内科医に相当するmadと同系統のものとされ、かつラテン語から
由来したこの語に、 para (supplementaryの意)が冠して成り立った語なのである。
と.まれ今日パラメディカルスタッフ(医者を除く医療従事者)が、診療研究活動に重要な位置を占
めているのもゆえなしとしない。
おしなべて、 paraを冠した語の歴史は比較的浅く、 20世紀中葉から自然科学の分野ににわかに登場
して来たものが多い。このparamedicalも無論例外ではない。　　　　　　　　　　　　(久)
こ
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教室めぐり〔6〕
社会医学的思索を深める場として
～　予　防　医　学　教　室　～
予防医学軍産というのは、他の大学における
衛生学、公衆衛生学という名の講座と同類・同
質の社会医学系列の講座です。他所とちがった
名称になっていることには、実際問題として格
別の意味はないと思います。
この学問領域は、他の自然科学や社会科学と
入り混って、はなはだ広汎・多彩です。ここに
参加している研究者達も出身は様々で、物理・
化学・生物・工学・農学・教育・心理・経済等
々で、医学もその一部を占めるというのが適切
かも知れません。それだけに、医科大学の社会
医学系講座として、あるいは教師として、いか
なる研究テーマ、いかなる研究方法を運ぶべき
かを私達はしばしば議論します。
今、私達の関心の対象は、健康水準を支配する
社会的条件であり、社会的条件と健康問題との関
連機構を明らかにすることです。そういう社会医
学の「一つの典型」を教室に具現しようと努力し
ています。今、具体的にとりあげているのは、主
に、 「労働」という人間の最も基本的な社会的
営みの過程で発生してくる健康問題です。
このような仕事は、実験室の中ではできませ
ん。臨床医学のように健康問題をかかえている
人が向うからきてくれるわけでもあり,ませんo
私たちの方から働く人々の現場に足を運び、仕
事の様子や暮しの様子を調べます。
教室が発足したのは昭和52年、滋賀県はおろ
か関西の社会とは何のコネもないままに北海道
からやってきて、はじめの1-2年は大学に閉
渡　部　真　也
じこもりがちでしたが、最近の3年間位の間に
は様々な職業集団の健康問題に直面しました。
林業・農業・地下産業・化学・造船・染色・電
極・コンクリート・トラック・メッキ,・土建・
身障施設・新聞・オートバイ・スーパー・航空
等々。だいぶ活動の場がひろがってきました。
こういう人たちの職業病の問題や疲労の問題を、
単に労働病理学や応用生理学的な興味の対象と
してだけでなく、社会医学的研究の対象として
じっくり取組んでいます。研究の基本的方法は
疫学です。観念的な社会医学に陥らないために
は、しっかりした疫学的研究の展開が必要です。
振動障害(所謂白ろう病)の問題には、手を
染めてから20年になります。その間に社会医学
的な問題もいろいろ変わりまし`た。はじめの頃
は因果関係をめぐる問題があり、やがて医療態
勢をめぐる問題がもち上がり、最近は病像をめ
ぐって再び因果論が闘われていますが、こうい
う問題の底流にはこの病気の社会的取扱いをめ
ぐる階級的対立があります。私達の研究課題は、
問題の変遷に応じて変わりますが、同時にこの
成り行き全体も.重要な研究対象ですO
クロム酸塩製造工のがんの疫学も観察を開始
して10年になりました。この間、従事年数5年
以上の人の十数%が肺がんになりました。そし
てまだまだ発病してくるだろうと思われます。
この人たちがどのような運命を辿るかを最後
まで見届ける計画です。たぶん私の方が先に死
ぬでしょうが、誰かに後を継いでもらいます。l
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振動障害は戦後の技術革新が生み出した職業病
ですが、このような誤ちを再びくり返させない
ように、日々新たな技術革新を見張っていくこ
とも私達の課題です。ブラウン管を相手の視覚
作業が非常に多くなっていきますが、障害発生
前に適切な労働基準を作ることが求められてい
ます。これには眼科学教室の多大な御協力を得
て進めています。職場におけるマイクロエレク
トロニクス技術の導入は労働者の肉体ばかりで
なく、様々の精神活動にも大きな影響がでてく
ると思われるので、医学・心理・社会・工学の
分野の研究組織を作って、毎月1回教室で研究
会を開いていますO夏までにはフィールドワー
クが始まるでしょう。
以上、主な仕事の一端を御紹介しました。
(予防医学講座　教授)
昭和57年度　1日平均貸出冊数統計
昭和57年度の館外貸出統計のグラフです。目につくのは、単行本と雑誌の貸出冊数が学生と教職員
では逆になっているということです。
単行本では、学生の貸出冊数が教職員の2.9倍。逆に雑誌では教職員の貸出冊数が学生の4. 7倍あ
るという結果になっています。そして57年度1日平均貸出冊数合計は、単行本37.8冊、雑誌10.2冊、
合計48冊となっています。
言いかえれば単行本貸出冊数の72%が学生、 28%が教職員、雑誌では、 18%が学生、 82%が教職員、
合計では学生は60%、教職員40%の割合となっています。
・　　〔近代医学の名著〕
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Fig. 371.- Ausfllhrung der kutanen Tuberkulinprobe.
a) Auft轍.ifeln dea TuberkulinB.　　　　　　b) Bohrung.
Pirqnetが執筆した「結核」のなかの、
皮膚ツベルクリン反応の方法をしめす図
スイス・チューリッヒ大学小児科教授のEmil Feer (1864-1955)が編集してドイツのGustav
Fischer社から1911 (明治44)年に初版を出した小児科学書であり、写真は、その第3版(1914)
である　Feerは、のちにフェ-ル・スウィフト氏病と呼ばれたことのある発汗、四肢チアノーゼ、
睡眠不良、頻脈、運動障害などを症状とした疾患を記載した小児科医で、本書では「心臓疾患」と、
「感染症」の項目を執筆している。本書は分担執筆者に高名な小児科医が多く、モロー反応で知られ
る新生児の生理的反応を記載した-イデルベルク大学教授のErnst Moro (1874-1951)、こんにち
ツベルクリン反応で知られている結核の皮膚反応をはじめて発表し(1907)、臨床に応用したウィー
ン大学教授のアレルギー学者Clemens v. Pirquet (1874M929)、さらに現在、実に多くの疾患が
知られている先天性代謝異常のひとつであるガルゴイリズム　CPfaundler-Hurler症候群)をいち
早く記載したミュンヘン大学教授のMeinhard von Pfaundler (1872-1947)などの碩学が名を連
ねている　Moro
:孟忘孟Moro巌
「梅毒」 ・ 「皮膚疾患」 、 Pirquetは「結核」 ・ 「呼吸器疾患」 、 Pfaundlerは
異常」 ・ 「代謝性疾患」といった項目を担当している。
第3版は総ページ766、 205の図を付し、当時としては豪華執筆陣による画期的な小児科学書であ
ったといってさしつかえない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(泌尿器科学講座　教授)
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地域の医療を考える〔6〕
血液事業　その歴史と課題
川　崎　利三良
そ　の　歴　史
歴史的にみて古代より血液は生命を宿す神秘的な何かと目されてきましたが、この血液は技術革新
の進む今日においてもいまだに完全な形では創り出す事が不可能である事。しかも一方で、'血液は型
の違いこそあれ、すべての人間に共通しているという事実。ここにこそ輸血の原点があり、献血の原
町,点があると思いますo
ところで、 17世紀のtt血液の体内循環"の発見。そしてIt血液型"の発見。さらにtl血液保存液''
の発見と続く一連の生命と安全追求へのひたむきの努力は、人類が自らの血液を提供する事により他
の多くの仲間の生命を救う事を可能にいたしましたが、我が国においては、昭和5年、・時の内閣総理大
臣・浜口雄幸氏の東京駅頭での狙撃事件に際し行われました枕元輸血の成功は、国民に輸血の有効性
について眼を開かせる事になりました。
しかし、枕元輸血には血液の安全性の検査について大きな問題があり、さらにまた昭和24年東大に
おける輸血による梅毒感染事故の発生にも促され、これが対策として保存血液の製造が一つの課題と
なり、昭和24年4月現在の「日本赤十字社　中央血液センター」の創設ともなったわけであります。
そして、その後に始まる〝売血の時代"はその弊害の多発という事から大きな社会問題となり、遂には
昭和39年8月には「献血推進に関する閣議決定」が行われ、以後、我が国の保存血液はすべそ献血で
賄われる事となり、献血の受け入れ体制の充実を目指して各地に赤十字血液センターが設置される事
となり、現在65センターを数えるまでになっております。当滋賀県においても閣議決定後、献血推進
協議会の設立、そして昭和40年2月1日、大津赤十字病院々内血液銀行を発展的に解消して、滋賀県
FTl　赤十字血液センターとして業務を開始。その後、血液事業の発展と共に昭和54年4月1日、現在の益
に新築移転して今日にいたっております。
ところで、治療医学の進歩に伴う輸血学の現状は新鮮血液を含めた全血輸血の他に血液を赤血球・
血小板・血柴等、それぞれの成分に分離調整して患者治療のための医師の需めに応ずるという成分輸
血の時代をむかえており、当血液センターにおいても常時、医療機関のど要望にお応えできるよう成
分製剤の製造ならびにその品質管理に万全を期しております。
その上、昭和19年アメリカにおいて確立された方法ですが、有効期限のきれた血液ならびに検査に
よって、その異常が発見された血液の活用をはかるため、その血菜部分を分画し、貴重な血党分画製
剤(特殊ガンマグロブ7)ン、その他各種グロブリン、アルブミン)を製造する方法をとり入れて、l白
本赤十字社においても、昭和41年中央血液センターが製造に着手o　さらにまた1今年昭和58年北海道
千歳に新設の日本赤十字社血賛分画センターにてその稼動を予定するなど、貴い血液の有効利用につ
いて意を注いでいる所であります。
このようにして、日本の血液事業は昭和56年度、全国献血者数6, 705, 19S人、全人口の5.　の献
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血率をしめ、全血製剤及び成分製剤につきましては献血者の皆様のど協力によって、すべて賄う事が
出来るまでになっております。当滋賀県におきましても昭和56年に献血者50万人を達成、同57年には
60万人を達成、現在献血率7.4: 、全国第6位の実績をふまえ、県内各医療機関に完全にお応えでき
るまでになりました事は偏に県民の皆様のど協力の賜と心より御礼申し上げる次第であります。
そ　の　課　題
しかしながら、このように順調に発展して参りました血液事業も将来に眼をむける時、そこには数
数の課題がある事がわかります。その一、二を上げますと・-
(1)昨年4月より献血手帳の一部様式が変わって供給欄が削除され、以後、献血手帳の有鰍こ拘
らず誰でも必要な時、必要に応じて輸血をうける事が出来るようになりました。この事は献血本来
の理念にたちかえって、従来からの預血的運用を完全に否定し去った事を意味し、その限りでは
正しい選択であったと考えております。しかしながら、その影響もあってか、近壌地区を中心に昨年
同月の採血実積を下まわる傾向が生じており、これに対しましてはその回復、さらには増加にむけ
て名実ともに本来の献血理念の発展となりえますよう懸命の努力を重ねて参りたいと存じおります。
(2)さらに医学の進歩・発展の中で患者の皆様に対するそれぞれの治療方法に適した血液成分製剤の
需要増に対応して、血液中の特定成分のみを採血させて頂くというフェレーンスの時代に、今や入
りつつあり、さらにまた冷凍血・解凍赤血球浮遊液等、新しい血液製剤へのど要望にもお応えする
ため、今後一層各医療機関の皆様のご指導ど援助を頂戴しながら、血液事業の新しい発展に向けて
の努力が要諦されていると患います。
(3)その上、全国的視野にたつならば全血製剤・成分製剤に続く第三の製剤としての血襲分画製剤に
つきましては、昭和45年半ば以降急速な需要増に直面しておりますが、現在、その製剤及び原料血
発のかなりの部分を外国よりの輸入に仰いでいるという問題を抱えており、これの検討は一つの大
きな課題であろうと考えております。
以上、様々な課題を抱えている血液事業の一端を荷っている滋賀県赤十字血液センターは、今後
も県当局をはじめ各医療機関、市町村、事業所、団体、県民の皆々様のど協力とど援助に支えられ
て、その童を果たすべく最善をつくして参りたいと存じております0
(滋賀県赤十字血液センター所長)
;戸sa
3*^33味噌置前輸m*M.^
.宕ノ了二二〆て＼し一一、＼
-　8　-
>Trォ=サ,
,メ-′ノ
/　∵~ー~＼-、＼ー
tr~ -㌔
蜜駈
rA':,i':;・;,!
tffcSk'&ftlK! …
..'・:;W:'^′v;,':
十 吉 浩
′rf$#M&?@PK>;P-<h'ftMi!,':*蝣・':.」,;;>!
石　黒　達　也
吐方考　永富独噴庵著
宝歴13年刊　1冊
桃山時代から江戸時代初期にかけて我国の医
学を席持していたのは、田代三善(1465-1537)
をはじめとする李・朱医派であった。この一派
了-、は、金・元の季栗や朱震亨を範とし、曲直瀬道
三(1507-1594)によって広く天下に用いられ
るところとなったが、江戸時代に入ると黄帝内
経や傷寒論など中国の古典を見直す動きが起り、
ここに古医方派と呼ばれる一派が誕生した。名
古屋玄医(1628M696)を祖とするこの派は、
李・朱医学の空論を断じ、内経や傷寒論に学ん
だ実践医学を重視した。古医方派の動きは時の
儒学復古論とも合致し、またたく問に医学の本
流となった。後藤艮山、山脇東洋、吾益東洞な
どがこの派とみなされている。
この派の流れをくむ盲医方にLL吐方"と呼ば
れる治療法があった。古くには汗(発汗) ・吐
0)区吐) ・下(潟下)を主体とした医方があり、
このうち汗・下については時代が下っても多く
の研究・実践がなされていたが、吐方について
は省みられる事が少なかった。この吐方を復活
したのが今回紹介する「吐方考」の著者・永富
独噴庵の師になる奥村良竹である。その唱える
所は、万病の源は身体の中に滑った背であり、
この密を除くには曜吐が最善であるという。奥
村良竹の著は後の世に伝わっていないが、独噴
庵の「吐方考」にその概略を垣間見る事が出来
る。
永富独癖庵は、享保17年(1732)儒者・勝原
翠翁の三男として長門(今の山口県)豊浦に生
???????????????????????? ?? ????? ?? ????? ???? ?? ???? ? ?? ?
? ? ? ? ? ?
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???????????????? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ???????? ? ? ? ? ? ? ? ?? ??? ??? ??
wm
れ、 13歳の時赤間関の医・永富友庵の養子とな
った。解屍で名をのこした京の山脇東洋に漢方
解剖を学び、次いで越前の奥村良竹に吐方を学
んだ。その後(宝歴12年、 1762)長崎で吉雄耕
牛について和蘭医学を見学した。この時の見聞
に意を得た独噴庵は、翌宝歴13年本書「吐方考」
を上梓した。その間の事情は独噴庵の「漫遊雑
記」に、 「私は宝歴12年長崎で吾雄氏について
西洋医学を見聞したが、オランダの医学は汗・
吐・下をうまく用いている。西洋医学の治療法
は激烈にして、しかも繊細なので我国の医者が
直ちにこれを用いる事は出来ないが、汗・吐・
下に限ると我国の古い治療法といちいち合致し
ている。中国では吐方が廃れてからかれこれ千
年にもなるが、西洋でも古い中国と同じ方法を
考案している」と述べている。
唱吐をさせて病を治すというと、随分乱暴な
治療法に思われるが、当時でも妊娠中や産後、
吐血咳血のある時、あるいは60歳を越えた老人
にはこれを用いないよう戒しめている。面白い
事に、河豚(ふぐ)など魚にあたった時にも吐
方を用いているが、これなどは現代にも通用す
る治療法である。
独噴庵は、生前奇行・放言をもって知られて
いたが、過された著述にみられる医倫理観には
今なお学ぶべき事柄が多い。明和3年(1766) 34
歳の若さで大阪に殺した。大阪の蔵鴬庵に葬られ
ているO　　　　　(産婦人科学講座　講師)
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図書館の活動(58. 1. 1- 58. 4.30)
1 /14　　近畿地区医学図書館協議会例会(第28回) (北野病院)
1 /27　　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第11回開発委
員会(京都教育大)
2 /15　　近畿地区国公立大学図書館協議会施設研究集会(国立民族学博物館)
2/22　　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会(第3回)
(京大)
2/23　　CAS説明会(大阪)
2 /28　　図書館委員会(第30回)
3/16　JOI S新ファイル説明会(大阪)
3 /29　　近畿地区国公立大学図書館協議会第2回企画委員会(京大)
4/15　近畿地区国立大学図書館協議会(京大)
4/19　JI P/BRS MEDLINE説明会(大阪)
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